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組合員、地域と取り組む
地域包括型の食品ロス削減

生活協同組合コープこうべ
コープこうべキャラクター

「コーピー」
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食品ロス削減やフード
バンクの取り組みに
力をいれてほしい！

組合員

食品を廃棄するの
は心苦しい…

職員

環境チャレンジ目標

“エコチャレ”２０３０
を策定（2018年）

「2030年までに
食品廃棄物半減を目指す！」

● 店舗廃棄物重量削減
● フードバンク等への食品提供拡大
● 食品リサイクル率の向上

「食品ロス半減」取り組みの経緯

本格的な
取り組み開始！

組合員・職員の声からスタート（2015年）
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もったいない

プロジェクト
てまえどり

食品

リサイクル

フード

ドライブ

事業者として

つくる責任

組合員・地域と

つかう責任

発生抑制

有効活用

具体的な取り組み内容（４つの領域で展開）

1 2

3 4

事業者由来

家庭由来
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もったいないプロジェクト（店舗での廃棄物重量削減）

１. 具体的な施策（2018年にスタート）

（１）意識改革によるロス削減
1）自店舗の廃棄状況を「見える化」し、職員全員で共有化（こんなに捨ててたのか！）

2）“いのちの大切さ”を学ぶ動画を職員全員で視聴（いのちを扱う者として感謝の気持ちを再確認）

3）SDGs学習会（自分たちの毎日の業務と社会課題がどう関係しているのかを考える機会）

（２）システム改革によるロス削減
1）日配品の自動発注ロジックの見直し
2）発注単位、リードタイム、計画送荷数量の見直し
3）販売期限の見直し

２. 成果

廃棄ロスを2億3000万円削減！（取り組み開始から2022年度までの累計実績）

もったいない

プロジェクト
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「てまえどり」運動
「すぐに食べるなら」という“ことわり”がつきますが、店舗の商品棚の手前に並んでいる「値引き商品」
や、消費・賞味期限が迫った商品からの優先購入を呼び掛ける運動。
きっかけは2016年、組合員による呼びかけからスタート。

「期限が迫った食品」の優先購入を呼びかけ

店舗の廃棄ロスを「見える化」するなど、
「てまえどり」を呼びかけるPOPを組合員と一緒に作成し、
売場で掲示
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「てまえどり」運動

（1）その後、2018年に神戸市様と共同実施した
「食品ロス“バイバイ”キャンペーン」で運動が本格化。

（2）店頭ポスターのほか、ラベラー機器メーカー様にも
協力いただき、値引きシールでも呼びかけ。

（3）現在は、全店舗で推進中。
（4）やがて農林水産省、環境省が中心となり、全国に広がり

「2022ユーキャン新語・流行語大賞」では「てまえどり」が
トップ10入りを果たしました。

発表・表彰式の様子
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食品リサイクル（環境共生型農園エコファーム）
食品

リサイクル
コープこうべのエコファームでの食品リサイクルループの取り組み

エコファーム（兵庫県三木市）

1日約「2ｔ」、
年間約「690ｔ」の
食品循環資源を回収

年間約「234ｔ」の野菜を生産・供給

年間約「202ｔ」の
堆肥を自前の土づくり
センターで製造

2022年度時点
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フードバンク・社会福祉協議会

返品商品
販売期限切れ

余剰食品

店舗

宅配

地域

子ども食堂・ｺﾐｭﾆﾃｨ食堂
生活困窮者支援団体等

「もったいない」

「ありがとう」

フードドライブの取り組み

「フードドライブ」「もったいない」

コープこうべのフードドライブの仕組み
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コープこうべでは2017年にフードドライブの受け付けを開始。

取り組みを順次拡大し、現在では93の店舗で常時受付を実施。
また、年2回宅配訪問時と全店舗で受け付ける集中受付キャンペーンを実施。
キャンペーン時には行政（兵庫県他）と共同した啓発イベントも開催。

フードドライブの取り組み

啓発イベントの様子
兵庫県と共同し、店舗でフードドライブの認知度を向上させるため
の啓発イベントを開催。吉本興業の芸人を招き、来店組合員に対し
て呼びかけを実施。

宅配訪問時の受け付け
約50万軒の組合員が加入。
米、調味料などの重量物も商品お届け
時に玄関先で回収。

店舗での受け付け
93の店舗で常時受付を実施。サービス
コーナー横など、回収ボックスを配置。
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コープこうべの店舗、宅配から発生する廃棄食品の一部も、覚書を交わした上で
地域のフードバンク、子ども食堂などに提供。

フードドライブの取り組み

宅配の予備商品
不良品の交換のために、メーカーから一定送ら
れてくる予備商品のうち、使用しなかった商品

販売不適商品
店舗から発生する米の袋破れや、缶のへこみ
などの、販売不適商品

管理日数切れ商品
賞味期限が短くなり、店舗の売り場で販売する
期間（管理日数）を超過した商品

＜提供の一例＞
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フードドライブの取り組み

活動団体同士の意見交換会
社会福祉協議会と協同し、近隣で活動している子
ども食堂などの活動団体同士のつながりをつくるため
の意見交換会を実施。

譲渡会の様子
年2回の集中キャンペーン後に定期的に実施。
地域の店舗、宅配センターに集まった食品をそ
のエリアで活動する団体を中心に無償で譲渡。

子ども食堂の様子
提供した食品を使って子ども食堂を実施している
様子。コープこうべでは、活動エリア内の約300の
団体に提供。

組合員からの善意で集まった食品とコープこうべから提供した食品は、フードバンクや社会
福祉協議会を通じて、地域のこども食堂等にお渡し。年2回の集中キャンペーン後には、
譲渡会と活動団体同士の意見交換会を行うなど、「もったいない」から「ありがとう」への環が
年々広がっていることを実感。
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フードドライブの取り組み

お米を贈ろう助け合い募金
子ども食堂、社会福祉協議会などにお米を寄贈す
る取り組み。店舗の募金箱や宅配のカタログで寄付
を募る。

自社食品工場商品
生産の中で発生するエラー商品（へこみなど）
や、部あまり商品の一部を提供。

規格外野菜
エコファームで発生する規格外野菜や、収穫イベ
ントで余った野菜などを提供。

その他の食支援の取り組みとして、組合員からの募金を募る「お米を贈ろう助け合い募金」
や、自社食品工場の余剰商品、グループ農園で発生する規格外野菜を、必要とされている
方々へ提供。
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食品ロスの啓発活動

学習会の様子
出前講座では、食品ロスの問題点や、普段の生活
から出来る食品ロス削減の取り組みを紹介。
組合員対象の店舗での開催をはじめ、行政や学校
でも実施。

「語り手」育成講座
食品ロスの問題を他人へ伝える「語り手」の育
成講座を実施。食品ロスに対する勉強をした
あと、実際の学習会で講義を行う内容まで組
み立てる育成講座。
食品ロスに問題意識をもつ組合員や職員が
参加。

食品ロスに関するコラムの掲載
店舗や宅配のカタログで無料配布しているコープこうべ
の広報誌「きょうどう」で専門家による食品ロスに関する
コラムを掲載。

組合員や地域を対象とした食品ロス削減に関する啓発活動として、「出前講座」を実施。
店舗利用組合員に対する店舗での学習会や、行政や学校と連携し消費生活講座などで
講座を行っている。（2022年度実績：全18回307名が参加）
また、広報誌（月刊50万部発行）での食品ロスに関するコラムを掲載。
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取り組みの成果

いずれも運動性と経済性の
メリットを両立させることで、
運動の持続性を目指す

（取り組みの累計実績）

店舗での廃棄金額
約2億3000万円/年削減

＋
店舗での食品

リサイクル約3,753トン/年

組合員からの寄付および
事業由来の廃棄食品の提供
約54.6ｔ/年（2022年度実績）
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コープこ うべは次の 1 0 0年を見据えこれからも
組合員や地域の皆さんとともに持続可能な地域社会の

実現に向けた取り組みを進めます

「コープのあるまち 協同のあるくらし」


